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「まかせてバンク」とは、文字通りお客さまのすべ
てを任せていただきたいとの意味であり、りゅうぎ
んが県民の間に深く浸透していくイメージを表し
ています。そのために、りゅうぎんは、お客さまのこ
とを十分に理解し、常に今お客さまに何が必要な
のかを考え、「必要な時には、いつもそばにりゅう
ぎんがある」という、まさに「かゆいところに手が
届く」金融サービスの提供を目指します。 

琉
球
銀
行
は
、二
〇
〇
六
年
六
月
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン

ク（
Ｐ
Ｂ
）世
界
最
大
級
金
融
機
関
の
日
本
現
地
法
人
、

ロ
ン
バ
ー
・
オ
デ
ィ
エ
・
ダ
リ
エ
・
ヘ
ン
チ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
顧

客
紹
介
や
高
度
な
金
融
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
の
お
客
さ

ま
へ
の
提
供
に
つ
い
て
協
業
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。 協業契約を結んだ琉銀の大城頭取（左）とロンバー社の村上社長 

ロンバー社との食事会 

ジュネーブ近郊のワインヤード 
ロンバー本社前で丸三ランドリーの荷川取取締役（左）、 
瑞泉酒造の佐久本専務（中央）、琉球銀行高良部長（右） 

ス
イ
ス
で
生
ま
れ
た
、富

裕
層
の
個
人
資
産
を
総

合
的
に
管
理
運
用
す
る

専
門
的
な
銀
行
。
お
客

さ
ま
個
々
の
目
的
に
合

わ
せ
て
、
金
融
資
産
の

運
用
を
は
じ
め
所
有
不

動
産
の
活
用
方
法
、
相

続
な
ど
の
幅
広
い
相
談

に
応
じ
る
専
門
銀
行
で
す
。
 

琉
球
銀
行
の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
の
考
え
方
 

（
基
本
ス
タ
ン
ス
） 

　
琉
球
銀
行
が
提
携
し
た
ロ
ン
バ
ー
・

オ
デ
ィ
エ
・
ダ
リ
エ
・
ヘ
ン
チ
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、ス
イ
ス
に
本
社
を
置
き
、

一
七
九
六
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
資
産
は
約
十
三
兆
円
、十
五

カ
国
に
従
業
員
約
千
七
百
人
を

抱
え
る
世
界
最
大
級
の
プ
ラ
ベ
ー

ト
バ
ン
ク
で
す
。
 

　
琉
球
銀
行
は
、今
回
の
提
携
に

よ
り
、団
塊
世
代
や
県
内
に
移
住

す
る
富
裕
層
の
お
客
さ
ま
の
金

融
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、高
度
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

型
の
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
二
〇
〇
六
年
九
月
に
は
、県
内

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
対
象
企

業
の
皆
さ
ま
と
フ
ラ
ン
ス
で
開

催
さ
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。
 

　
二
〇
〇
五
年
三
月
、金
融
庁

は
「
地
域
密
着
型
金
融
の
機

能
強
化
の
推
進
に
関
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公

表
し
、全
国
の
地
域
金
融
機
関

は
、二
〇
〇
五
、六
年
度
の
二

年
間
に
、地
域
密
着
型
金
融
の

一
層
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
同
時
に
、地
域
金
融
機
関
に

は
、中
小
企
業
再
生
等
に
向
け

て
の
取
り
組
み
、地
域
経
済
に

お
け
る
経
済
的
役
割
や
存
在

意
義
、企
業
市
民
と
し
て
の
活

動
な
ど
を
分
か
り
や
す
い
形
で
、

地
域
の
お
客
さ
ま
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。 

　
琉
球
銀
行
で
は
、こ
う
し
た

情
報
を
提
供
す
る
新
し
い
情

報
開
示
手
段
と
し
て
「
り
ゅ
う

ぎ
ん
 
ま
か
せ
て
新
聞
」
を
二

〇
〇
三
年
十
二
月
よ
り
発
行

し
て
お
り
、今
回
の
発
行
で
七

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
二
〇
〇
六
年
十
二
月
号
も
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
生

の
声
を
多
く
取
り
上
げ
、分

か
り
や
す
い
紙
面
構
成
を
心

が
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、お
客

さ
ま
に
役
立
つ
情
報
を
中
心

に
、琉
球
銀
行
の
活
動
を
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、本
紙
を
年
二

回
の
頻
度
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

 【
解
説
】地
域
密
着
型
金
融
 

　
「
地
域
密
着
型
金
融
」
と
は
、

「
金
融
機
関
が
顧
客
と
の
間

で
親
密
な
関
係
を
長
く
維
持

す
る
こ
と
に
よ
り
、顧
客
に

関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
、こ

の
情
報
を
も
と
に
貸
出
等
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
こ
と
で
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
本
質
は
、金
融
機
関
が
、

長
期
的
な
取
引
関
係
に
も
と

づ
く
質
の
高
い
対
面
交
渉
な

ど
を
通
じ
て
、早
い
時
点
で

取
引
先
の
経
営
改
善
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、中
小
企
業

金
融
に
お
け
る
貸
出
機
能
の

強
化
に
よ
り
、自
身
の
収
益

向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、金
融
機
関
と
中
小

企
業
の
リ
ス
ク
の
共
同
管
理

や
コ
ス
ト
の
共
同
負
担
と
い

う
基
本
的
方
向
性
を
踏
ま
え

な
が
ら
、相
互
の
信
頼
関
係

の
も
と
、情
報
開
示
を
一
層
推

進
し
、借
り
手
と
貸
し
手
の

双
方
の
健
全
性
の
確
保
を
目

指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

　
琉
球
銀
行
は
、
地
方
銀
行
の
基
本

的
な
使
命
は
「
地
域
の
金
融
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
円
滑
な

資
金
供
給
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
認
識
し
、

本
業
で
あ
る
銀
行
業
務
を
通
じ
た

地
域
貢
献
こ
そ
が
、
地
方
銀
行
本
来

の
あ
り
方
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
琉
球
銀

行
は
県
民
か
ら
お
預
か
り
し
た
預

金
の
大
部
分
を
県
内
の
中
小
企
業
・

個
人
の
皆
さ
ま
に
供
給
し
、県
経
済
・

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
地
方
銀
行
に
は
、
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
良
き
企
業
市
民

と
し
て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
琉
球
銀
行

は
教
育
・
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
支
援
や
福
祉
・
環
境
保
護
活
動
な

ど
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
琉
球
銀
行
は
、
こ
う
し
た
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
地
域
貢
献
活
動
に
よ
り
、

地
域
と
と
も
に
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
ま
す
。


